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自然冷熱併用型農作物貯蔵システム自然冷熱併用型農作物貯蔵システム

設備所有者：㈲湊屋　　　　　　　○
設備施工者：田尻機械工業㈱　　　○

北海道電力㈱総合研究所
北電総合設計㈱　　　○

優良省エネルギー設備顕彰事例②

建物の概要

名　　称　倉庫
所 在 地　北海道苫小牧市元中野4丁目3番地9号
規　　模　地上2階
構　　造　木造
延床面積　160m2

用　　途　貯蔵庫

１．技術開発の目的と経過

目的：近年北海道内において、地域特性を生かし
た雪や氷を有効活用する取り組みが氷室や
雪貯蔵庫として行われているが、一般的に
普及促進している段階に至っていないのが
実情である。
本システムは、この現状をふまえ雪氷冷

熱エネルギーを利用し、電気エネルギーを
併用した方式について、雪氷冷熱エネルギ
ーの利用効率の向上、二酸化炭素排出抑制

及びコスト削減を目的に自然冷熱の活用に
よる環境性に優れた省エネルギーシステム
を開発したものである。

経過：平成11年　北海道電力㈱総合研究所にて
「農産物低温貯蔵システムの開発」とし
てシステムの基礎試験を開始
平成13年　特許出願（北海道電力㈱総合研
究所と田尻機械工業㈱による共同出願）
平成15年　「自然冷熱複合利用研究会」発
足
平成16年　特許登録（特許第3617629号）
国土交通省北海道開発局より「雪氷冷熱
エネルギー活用推進調査業務」を受託
苫小牧にてシステムの実証試験を開始
平成17年　実証試験終了
補足データの収集　データ解析　システ
ムの実用稼働

２．設備・システムの概要

システムの基本構成は、貯氷庫に製氷機、散水
装置、外気導入ファン、氷貯蔵枠と、貯蔵庫との
壁面に循環ファンを設けるものである。また、シ
ステムの運転方式は以下のとおりである。
①冬期の場合
外気温度が設定値以下の氷点下外気を導入

し、氷貯蔵庫内で散水することにより製氷を行
う。貯蔵庫内の空気は循環ファンにより貯氷庫
へ導入され、氷と接触して冷却されたのち貯蔵
庫へ戻され庫内を設定温度に保つ。建物外観
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②夏期・中間期の場合
深夜電力時間帯を中心に製氷機を稼働させ設

定量まで貯氷する。貯蔵庫内の空気は循環ファ
ンにより貯氷庫へ導入され、氷と接触して冷却さ
れたのち貯蔵庫へ戻され庫内を設定温度に保つ。

３．着想

北海道内で生産された農産物は収穫時期が集中
し、その大半が道外出荷されているため、高品質
な農産物を安定出荷するためには、収穫から流通、
保管の様々な段階で、鮮度管理技術が重要となっ
ている。
最近では天然の雪や氷といった自然エネルギー

を利用する氷室貯蔵方式が低ランニングコストな

どで注目されているが、通年貯蔵の場合には一年
分の冷熱を蓄えるための大きな雪氷貯蔵庫が必要
となり、イニシャルコストが割高になる。そこで、
農産物低温貯蔵用冷熱源として深夜電力を利用し
た機械製氷と、冬期間の低温外気を冷熱源とした
自然製氷蓄熱技術の併用による省スペース・省エ
ネルギーな冷熱蓄熱技術を確立し、北海道の寒冷
な気候を生かした低コスト農産物低温貯蔵システ
ムの実用化に取り組んだ。

４．効果（省エネルギー）

貯蔵庫の通年運用を考えた場合、本システムと
冷凍機を使用した電気冷凍方式を比較した場合、
年間の消費電力量は本システムで38,320kWhであ

り、電気冷凍方式では56,020kWhと
なり約30％の省エネルギー効果が図
られる。（左図参照）

５．投資回収（省マネー）

本システムと電気冷凍方式のコス
トを比較すると、イニシャルコスト
では電気冷凍方式の1.56倍であった
がランニングコストで0.71倍、トー
タルコストでは0.76倍となり金額に
すると年間約92万円の節減が可能で
ある。

６．他の建物への応用性
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７．仕様または開発製品、システム、部品等の仕様

８．環境保全、便利性等

本システムのCO2排出量は年間14,485kgである
のに対し、電気冷凍方式のCO2排出量は21,176kg
と約32％の削減効果を示し、電気冷凍方式と比較
してCO2削減効果の大きいシステムである。

９．工夫した点、発想した点、創作した点、新し
い点等、設備の特徴

貯蔵庫の負荷が少ない冬期は、貯氷庫内に低温
外気を導入し、内部に設けた散水ノズルから水を
撒くことにより貯氷庫内に自然氷を成長させるこ
とで、製氷コストの低減を図っている。自然製氷
における散水間隔は、基礎試験によって得られた
知見により、外気温度の低下に伴い段階的に短く
している。

夏期の高負荷時や、暖冬により十分な製氷量が
確保できなかった場合には氷消費量が製氷量を上
回ることが予想されるが、製氷機を深夜電力時間
帯に運転させ、毎日一定量を補充することにより
必要氷量を確保する。

貯蔵庫内

自然製氷（散水状況）



2006年４月15日号 冷凍空調設備 17

10．市場性、販売状況、適応市場の大きさ、競
合品又はシステムとの比較、販売実績等


